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ケータイ

　昭和32年生まれ。早稲田大学法学部卒業後、㈱日本長期信用銀行等を経て、平成５年の衆
議院議員総選挙において初当選。以後７回連続当選中。
　自民党青年局長・商工部会長・経理局長、建設政務次官・文部科学副大臣、衆議院厚生労
働委員長などを歴任後、平成19年の第一次安倍改造内閣において内閣府特命担当大臣（沖
縄担当など）で初入閣。初代消費者行政推進担当大臣として消費者庁新設の土台を作る。
　平成23～24年にかけて野党自民党に
おいて国会対策委員長として指揮をと
り、与党に対して厳しい国会追及を行い、
解散に追い込む。
　また24年には保守本流の政策集団で
ある「宏池会」の会長に就任する。
　平成24年の衆議院総選挙後に発足し
た第二次安倍内閣において外務大臣と
して入閣し、世界を舞台に奮闘中。

岸田文雄プロフィール

第５回アフリカ開発会議第５回アフリカ開発会議

外務大臣に就任して250日外務大臣に就任して250日●●

広島・長崎原爆慰霊式典広島・長崎原爆慰霊式典●●

数字で見る岸田外交数字で見る岸田外交●●
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■訪問地
◆東南アジア
　フィリピン
　シンガポール
　ブルネイ　２度

◆中東
　イスラエル
　パレスチナ
　ヨルダン

◆オセアニア
　オーストラリア
　ニュージーランド

◆北米
　アメリカ　３度

◆南米
　メキシコ
　ペルー
　パナマ
　ブラジル
　アルゼンチン

◆ヨーロッパ
　オランダ
　イギリス
　ハンガリー
　ウクライナ

◆アフリカ
　エチオピア

9/9現在

１９個所

■外相会談（双方が外相の場合）

■電話会談

■外務大臣としての特記事項

アメリカ計５回、ブルネイ計３回など、合計４７カ国のべ５７回実施

計３１回。（在職約１年半だった前外相の２９回を、半年で突破）

・ブルネイ訪問はH17年
　　　　　　　町村外相以来
・エチオピア訪問はH14年
　　　　　　　川口外相以来
・パナマ訪問は史上初
・チェルノブイリ（ウクライナ）
　　　　　　　訪問は史上初
・広島、長崎両原爆慰霊祭への
　　　　　　　出席は史上初

8/5現在

8/5現在

TICADV主要国国際機関の長を招いた大臣主催昼食会TICADV主要国国際機関の長を招いた大臣主催昼食会

数字で見る岸田外交数字で見る岸田外交
■就任日　平成２４年１２月２６日

■国際会議 8/5現在

・「平和と繁栄の回廊」構想第４回四者協議閣僚級会合
・ＡＳＥＡＮ＋３外相
・日ＡＳＥＡＮ外相
・日メコン外相
・ＬＭＩ閣僚級フレンズ会合
・ＡＲＦ閣僚会合
・ＥＡＳ外相会合
・ＴＩＣＡＤ Ｖ
・東アジア低炭素パートナーシップ対話
・Ｇ８外相会合
・ＮＰＤＩ外相会合
・パレスチナ開発のための東アジア協力推進会合



外務大臣に就任して２５０日
　

岸
田
文
雄
代
議
士
が
外
務
大
臣
に
就
任

し
て
２
５
０
日
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。こ

の
間
、国
際
状
況
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
、

様
々
な
出
来
事
が
起
き
ま
し
た
。

　

岸
田
外
務
大
臣
は
こ
の
激
動
の
中
に
お
い

て
、日
本
を
背
負
い
世
界
を
飛
び
回
っ
て
い
ま

す
。

　　

前
回
の『
翔
』五
十
五
号
で
は
、ASEA

N

諸

国
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
・シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ブ
ル
ネ

イ
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
オ
ラ
ン
ダ･

イ
ギ
リ

ス
、ア
フ
リ
カ
の
エ
チ
オ
ピ
ア
、南
米
の
メ
キ
シ

コ・
ペ
ル
ー
・
パ
ナ
マ
、そ
し
て
ア
メ
リ
カ
の
訪

問
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、さ
ら
に
そ
れ
以
降

九
月
十
一
日
ま
で
に
、六
月
にA

SEA
N

会
議

で
再
び
ブ
ル
ネ
イ
へ
、参
議
院
選
挙
を
終
え
た

７
月
に
中
東
の
イ
ス
ラ
エ
ル・パ
レ
ス
チ
ナ・ヨ

ル
ダ
ン
に
、八
月
に
東
欧
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ・ハ
ン

ガ
リ
ー
へ
、そ
し
て
九
月
に
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
会
に
合

わ
せ
南
米
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
と
ブ
ラ
ジ
ル
を
訪

問
し
ま
し
た
。

　

印
刷
の
関
係
上
執
筆
時
に
は
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
結

果
は
ま
だ
分
か
っ
て
い
な
い
の
で
す
が
、岸
田

文
雄
外
務
大
臣
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
日
本
開
催
に
向
け
て
日
本
の
総
力

を
結
集
し
て
全
力
で
当
た
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　　

ま
た
外
務
大
臣
は
海
外
で
要
人
に
会
う
だ

け
で
は
な
く
、日
本
に
来
る
要
人
と
も
外
務

省
内
の
外
務
大
臣
接
見
室
に
お
い
て
会
い
、時
に
は
会

談
を
行
っ
て
署
名
を
交
わ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。来
日

し
て
日
本
で
会
っ
た
要
人
は
あ
ま
り
に
も
多
く
、こ
こ
に

全
て
を
記
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、ほ
ぼ
毎
日
と

言
っ
て
い
い
ほ
ど
外
務
大
臣
室
の
接
見
室
は
活
用
さ
れ

て
い
る
の
で
す
。全
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、そ
の
様
子
は

岸
田
文
雄
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
写

真
で
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

　　

岸
田
外
交
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き
点
は
、電
話
会
談

の
多
さ
で
す
。八
月
五
日
の
段
階
で
三
十
一
回
を
数
え
、

こ
れ
は
玄
葉
前
大
臣
の
在
任
期
間
約
１
年
半
弱
で
の
電

話
会
談
二
十
九
回
を
す
で
に
越
え
て
い
る
数
字
で
す
。

　

文
字
通
り
電
話
に
よ
る
外
国
要
人
と
の
会
談
で
す
が
、日
進
月
歩
目
ま
ぐ

る
し
く
変
化
し
て
い
く
国
際
状
況
の
中
に
お
い
て
様
々
な
諸
課
題
に
迅
速
に

対
応
す
る
た
め
に
は
、関
係
各
国
と
の
素
早
い
連
携
が
必
要
で
す
。し
か
し
電

話
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、先
方
の
都
合
や
時
差
な
ど
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
た
め
、そ
う
簡
単
に
で
き
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。そ
ん
な
中
に
あ
っ
て

も
岸
田
外
務
大
臣
は
、精
力
的
に
会
談
の
機
会
を
持
ち
、世
界
各
国
と
の
連

絡
を
密
に
と
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
ア
メ
リ
カ
の
国
務
長
官
と
は
計
５
回（
ク
リ
ン
ト
ン
国
務
長
官
１
回
、

ケ
リ
ー
国
務
長
官
４
回
）直
接
会
っ
て
会
談
し
、さ
ら
に
４
回
電
話
会
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。今
後
益
々
の
日
米
同
盟
の
強
化
と
、世
界
の
安
定
の
た
め
、岸

田
外
務
大
臣
は
こ
の
難
し
い
国
際
状
況
の
中
の
日
本
を
背
負
っ
て
舵
取
り
を

し
て
い
る
の
で
す
。

ニュージーランドの
マカリー外相

ニュージーランドの
マカリー外相

ASEAN関連外相会議（ブルネイ）ASEAN関連外相会議（ブルネイ）

パレスチナの
ビシャーラ財務長官

パレスチナの
ビシャーラ財務長官ヨルダンのアブダッラー国王ヨルダンのアブダッラー国王

岸田外務大臣は外務大臣として初めて広島と長崎の両方の式典に出席しました。
広島・長崎原爆慰霊式典

日・ラオス交換公文署名式日・ラオス交換公文署名式

日・ルーマニア（コルラツェラン）外相会談・共同声明署名式日・ルーマニア（コルラツェラン）外相会談・共同声明署名式
長崎原爆慰霊式典長崎原爆慰霊式典 広島原爆慰霊式典広島原爆慰霊式典

イスラエルのペレス大統領表敬イスラエルのペレス大統領表敬

日・ウクライナ外相会談
共同記者会見

日・ウクライナ外相会談
共同記者会見

日・ハンガリー外相会談・署名式
及び会見

日・ハンガリー外相会談・署名式
及び会見

ザアタリ難民キャンプ視察ザアタリ難民キャンプ視察 嘆きの壁視察嘆きの壁視察

日・ASEAN外相会議日・ASEAN外相会議

チェルノブイリ視察チェルノブイリ視察

チェルノブイリの核廃棄物処理施設チェルノブイリの核廃棄物処理施設


	1-4
	2-3

